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解明の第ーとして Spalteholz の説が正確か否か検討するため， 1) 人間側頭骨椋本について両垂直







を行なった。眼振の記録は， 1) ボーレックス 16mm 撮影機による映画記録， 2) 内，外眼角部お
よび上下限険部に銀板電極を貼布し，水平および、垂直読導にて電気眼振記録装置 (E.N.G') に記
録した。兎も同様に回転し，固定台を直立させて前額面回転をなし，また側位にして矢状面回転を行
なった。兎の眼振記録は映画記録および E.N.G. 記録のほか，眼筋に先端 80μ の白金線を 2 本挿








額面 l乙近く，後者は矢状面に近いことが推定された。 4 )眼振映画撮彫の結果，人間では側傾位で垂
直性，後(頃頭位(仰位)では旋回性眼振を，兎では側頭位で旋回性，直立位では垂直性の眼振を認め
た。 5) E.N.G. の記録において，旋回性眼振を認める人聞の後側頭位では，水平および垂直両誘
導において眼球運動を記録出来た。 -jj ， 旋回性眼振が認められる家元の側頑位では人間の場合と同
椋，水平および垂直両誘導において眼球運動を記iました。人間の側頭位および家兎の直立頭位では垂





































さらに外眼筋の E.M. G. において眼振の急速相，緩徐相にそれぞれ対応する筋放電の変動を，
程度の差はあるが全12眼筋において見出した口
以上の結果より，両垂直半規官'は解剖学的にそれぞれ独自の位置をとり， 人間では前半規管は矢
状回に， 後半規管は前額面に近く位置し， また生理学的にも独自の機能を発揮して前半規管は垂直
性眼振を，後半規管からは旋回性眼振を現わす口
本研究は垂直性，旋回性眼振の誘発部位について説明し，前庭迷路生理に寄与したものと思われ
る口
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